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インターンシップの受入れ先は、自治体やＮＰＯなど、特に「観光まちづくり」の企画

立案やその運営に関わりが深い就業先・部署を中心に実施し、和歌山県企画部地域振興局

や和歌山市まちづくり局まちおこし部を受け皿として学生を派遣する。単位認定に際して

は、専門性を活かした地域コーディネートの企画・実践力など、「観光まちづくりコーデ

ィネーター」に要求される思考力、実践力、知識について、受入れ先からの研修評価とイ

ンターンシップ報告書の内容から担当教員が行う。

以上の、「特論科目」及び「実践科目」の中から、合計20単位以上を履修しなければな

らない。

【専門研究】

１年次後期において、上記授業科目の履修と並行して、研究方法の修得や研究テーマの

設定、研究プレゼンテーションの方法等を指導する科目として「専門研究Ⅰ」（半期・２

単位）を置き、２年次においては修士論文の作成に向けたさらに本格的な研究活動を指導

する「専門研究Ⅱ」（通年・４単位）を配置する。修士論文は、これらの専門研究科目で

の教育研究活動の集大成として位置づけられる。

２）履修モデル

まず、教育課程の編成に関わる既述の観点ⅰ、すなわち「観光まちづくりとは何かとい

う点そのものについての高度に専門的な知識」を獲得するための「基礎科目」及び「基盤

科目」、そして観点ⅲの社会性・実践性の重視に基づく「インターンシップ」をすべての

モデルに共通して配置する。

これに対して、観点ⅱの「①観光まちづくりを構成する個々の要素についての専門的理

解と、②諸要素の全体をコーディネートする能力との両面において、学部教育の水準を超

えた専門的教育」は、広さと深さの両面での水準の高度化という、ある意味では矛盾する

課題でもある。そこで、この難点をクリアするために、社会的ニーズを勘案しつつ、主と

して①に関わる空間創造系科目群をコア科目とする「観光都市再生」と「都市農村交流」

の２つの履修モデル、主として②に関わる交流企画系科目群をコア科目とする「異文化交

流」と「観光企画」の２つの履修モデル、の合計４つの履修モデルを想定し、学生の特性

に合わせて専門性を相対的に特化させた履修モデルを設定する。
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ム情報学センターが同時刻まで利用可能になっており、学生自習室も夜間利用が可能であ

る。大学会館の食堂は 20 時まで利用が可能であり、学生の学習研究活動に柔軟に対応可

能である。また、土日開講については、学外のサテライトを利用した授業も既に全学的に

実施されており、これに対応する事務体制も整備済みである。

５）教員の負担の程度

本特例による授業実施については、担当教員全体が趣旨を充分理解しており、遺漏のな

いようにするが、負担が特定教員に集中しないよう授業時間割を工夫するとともに、研究

科長は特段の注意を払うことにしている。

2.3.5 修了要件

コースを問わず、原則として本研究科に２年以上在籍し、基礎科目４単位以上、特論科

目及び実践科目から 20 単位以上、専門研究必修６単位の合計 30 単位以上を修得し、かつ、

修士論文の審査及び最終試験に合格することが必要である。

2.3.6 その他の事項

■社会人対象の授業の一部を本校以外の場所（サテライト）で実施する場合

必要に応じて次の２つのサテライトで授業を行う。

①和歌山県和歌山市：「和歌山大学サテライト」。

②大阪府岸和田市：「岸和田サテライト」。

■多様なメディアを高度に使用して授業を教室以外で履修させる場合

授業の内容によっては、多様なメディアを活用して授業の一部を教室以外で履修させる

場合がある。

3. 入学者選抜の概要

3.1. 入学定員

■入学者受入方針

21 世紀に入り、観光及び観光とリンクしたまちづくりの発展が強く求められている。

そのためには、ともすれば別々に行われてきた観光研究とまちづくり研究を統合し、これ

を内容とする新たな観光学の構築、そしてこれに基づく観光まちづくりの深慮遠謀による

実践を欠かすことができない。観光及びまちづくりの両面に関心を有し、学際的な観点か

ら観光現象を科学的に解明するとともに、これを社会的実践に活かすことに強い意欲を持

つ者を受け入れる。

■入学定員

５名（含社会人若干名）
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